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Ⅵ 救急医療  

１．救急車を呼んだ（呼んでもらった）経験 

－「ある」が３割台半ば－ 

問20 あなたは，救急車を呼んだことや，誰かに呼んでもらったことがありますか。 

（〇は１つだけ） 

 

 

 

 

 
 

 

 

救急車を呼んだ（呼んでもらった）経験としては，「ある」(36.9％)が３割台半ばとなっている。

一方，「ない」(61.0％)は６割を超えている。 

 

 

 

－女性の50代で「ある」が約５割－ 

性・年齢別でみると，「ある」は，女性の50代（47.1％）で約５割と最も高くなっている。 

 

  

調査数
1798

36.9 61.0 2.1 全体(n=1,798)

ある 無回答

(%)

ない
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図Ⅵ 20－１ 救急車を呼んだ（呼んでもらった）経験 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別，ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ｎ

県 北 (398)

県 央 (278)

鹿 行 (163)

県 南 (603)

県 西 (335)

男 性 (785)

女 性 (981)

18～29歳 (69)

30～39歳 (92)

40～49歳 (126)

50～59歳 (132)

60～64歳 (88)

65～69歳 (90)

70歳以上 (188)

18～29歳 (88)

30～39歳 (128)

40～49歳 (139)

50～59歳 (174)

60～64歳 (107)

65～69歳 (127)

70歳以上 (218)

農林漁業 (74)

商工サービス業 (189)

自由業 (99)

管理職 (103)

事務職・専門技術職 (437)

労務職 (119)

学生 (37)

主婦・主夫 (361)

その他の無職 (325)

独身期 (211)

家族形成・成長前期 (132)

家族成長中期 (148)

家族成長後期 (125)

家族成熟期 (163)

高齢期 (802)

その他 (217)

38.9 

39.6 

33.1 

31.3 

44.5 

38.6 

35.4 

30.4 

40.2 

38.1 

38.6 

40.9 

45.6 

36.7 

23.9 

31.3 

40.3 

47.1 

37.4 

33.1 

30.3 

43.2 

40.7 

38.4 

42.7 

34.8 

38.7 

27.0 

32.7 

38.2 

26.5 

36.4 

39.2 

45.6 

45.4 

35.8 

38.7 

59.5 

58.3 

66.3 

66.2 

53.7 

59.9 

62.5 

69.6 

59.8 

61.9 

58.3 

58.0 

53.3 

60.1 

76.1 

66.4 

59.0 

50.6 

60.7 

65.4 

65.6 

51.4 

59.3 

59.6 

57.3 

63.6 

61.3 

73.0 

64.8 

58.5 

73.5 

61.4 

60.1 

53.6 

52.1 

61.5 

58.5 

1.5 

2.2 

0.6 

2.5 

1.8 

1.5 

2.1 

-

-

-

3.0 

1.1 

1.1 

3.2 

-

2.3 

0.7 

2.3 

1.9 

1.6 

4.1 

5.4 

-

2.0 

-

1.6 

-

-

2.5 

3.4 

-

2.3 

0.7 

0.8 

2.5 

2.7 

2.8 

男
性

女
性

地
域
別

性
別

性
・
年
齢
別

職
業
別

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

ある 無回答 (%)ない



 

－ 82 － 

２．救急車を呼んだ（呼んでもらった）理由 

－「自力で動ける状態ではなかったから」が約５割－ 

（問20で「１．ある」に回答した方へ） 

問20－１ あなたが救急車を呼んだり，誰かに呼んでもらったのは，どのような理由からです

か。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急車を呼んだ（呼んでもらった）理由としては，「自力で動ける状態ではなかったから」（49.1％）

が約５割と最も高くなっている。次いで，「生命の危機があると思ったから」（37.3％）が約４割，

「交通事故だったから」（21.7％）が２割を超えて続いている。 

 

－鹿行で「生命の危機があると思ったから」が約５割－ 

地域別でみると，「生命の危機があると思ったから」は，鹿行（48.1％）で約５割と最も高くなっ

ている。 

 

－鹿行で「夜間・休日で病院の診察時間外だったから」が約３割－ 

地域別でみると，「夜間・休日で病院の診察時間外だったから」は，鹿行（27.8％）で約３割と

最も高くなっている。 

 

－70歳以上で「自力で動ける状態ではなかったから」が約６割－ 

年齢別でみると，「自力で動ける状態ではなかったから」は，70歳以上（57.0％）で約６割と最

も高くなっている。 

 

 

 

 

 

（n=664）

自力で動ける状態ではなかったから

生命の危機があると思ったから

交通事故だったから

症状が重いか軽いかわからなかったから

夜間・休日で病院の診察時間外だったから

救急車で病院に行った方が

早く診てもらえると思ったから

どこの病院に行けばいいかわからなかったから

病院へ行く交通手段がなかったから

救急電話相談（#7119，#8000）を利用した時に

救急車を呼ぶことを勧められた

その他

無回答
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図Ⅵ 20－１－１ 救急車を呼んだ（呼んでもらった）理由 

（地域別，性別，年齢別，職業別，ライフステージ別－上位７項目） 
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ｎ
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３．救急電話相談の認知・利用経験 

（１）「＃８０００ 子ども救急電話相談」の認知・利用経験 

－【知っている】が約３割－ 

問21 急な病気やけがをしたときに，救急車を呼んだほうがいいか，自分で病院を受診すれば

いいかを判断するために，専門家に相談できる電話相談窓口（救急電話相談）を知ってい

ますか。 

 

（＃８０００ 子ども救急電話相談） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「＃８０００ 子ども救急電話相談」の認知・利用経験では，「利用したことがある」（6.7％）

と「知っているが，利用したことはない」（24.1％）を合わせた【知っている】（30.8％）が約３

割となっている。一方，「知らない」（62.7％）は６割を超えている。 

 

－女性で【知っている】が男性よりも約12ポイント高い－ 

性別でみると，【知っている】は，女性（36.0％）が男性（24.3％）よりも約12ポイント高くなっ

ている。 

 

－女性の30代で【知っている】が約６割－ 

性・年齢別でみると，【知っている】は，女性の30代（60.2％）で約６割と最も高く，次いで，

女性の40代（53.9％）で５割台半ばと高くなっている。 

 

－女性の30代で「利用したことがある」が約３割－ 

性・年齢別でみると，「利用したことがある」は，女性の30代（29.7％）で約３割と最も高く，

次いで，女性の40代（23.0％）で２割台半ばと高くなっている。 

 

－家族形成・成長前期，家族成長中期で【知っている】が６割台半ば－ 

ライフステージ別でみると，【知っている】は，家族形成・成長前期（63.6％），家族成長中期

（64.9％）で６割台半ばと高くなっている。 

 

※救急電話相談（子どもは「＃8000」，おとなは「＃7119」）では，専門の看護師などが，24時間年中無休で，

救急車要請の要否や即座に医療機関を受診した方が良いか等のアドバイスを行うほか，必要に応じて受診可

能な医療機関をご案内します。 

調査数
1798

6.7 24.1 62.7 6.5 全体(n=1,798)

知っているが，

利用したことはない

無回答
(%)

知らない

【知っている】

30.8

利用したことがある
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－「利用したことがある」は，家族形成・成長前期で３割台半ば－ 

ライフステージ別でみると，「利用したことがある」は，家族形成・成長前期（34.8％）で３割

台半ばと最も高く，次いで，家族成長中期（30.4％）で約３割と高くなっている。 
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図Ⅵ 21－１ 「＃８０００ 子ども救急電話相談」の認知・利用経験 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別，ライフステージ別） 
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（２）「＃７１１９ おとな救急電話相談」の認知・利用経験 

－【知っている】が２割台半ば－ 

問21 急な病気やけがをしたときに，救急車を呼んだほうがいいか，自分で病院を受診すれば

いいかを判断するために，専門家に相談できる電話相談窓口（救急電話相談）を知ってい

ますか。 

 

（＃７１１９ おとな救急電話相談） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「＃７１１９ おとな救急電話相談」の認知・利用経験では，「利用したことがある」（1.6％）

と「知っているが，利用したことはない」（21.8％）を合わせた【知っている】（23.4％）が２割

台半ばとなっている。一方，「知らない」（69.9％）は約７割となっている。 

 

－女性の 30 代で【知っている】が３割台半ば－ 

性・年齢別でみると，【知っている】は，女性の 30 代（35.2％）で３割台半ばと最も高くなっ

ている。 

 

－男性の 60～64歳で「知らない」が約９割－ 

性・年齢別でみると，「知らない」は，男性の 60～64歳（87.5％）で約９割と最も高くなって

いる。 

 

－労務職で「知らない」が８割超－ 

性・年齢別でみると，「知らない」は，労務職（82.4％）で８割を超えて最も高くなっている。 

 

 

 

  

※救急電話相談（子どもは「＃8000」，おとなは「＃7119」）では，専門の看護師などが，24時間年中無休で，

救急車要請の要否や即座に医療機関を受診した方が良いか等のアドバイスを行うほか，必要に応じて受診可

能な医療機関をご案内します。 

調査数
1798

1.6 21.8 69.9 6.7 全体(n=1,798)

知っているが，

利用したことはない

無回答 (%)
知らない

【知っている】

23.4

利用したことがある
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図Ⅵ 21－２ 「＃７１１９ おとな救急電話相談」の認知・利用経験 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別，ライフステージ別） 
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30～39歳 (92) 21.8

40～49歳 (126) 13.5
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70歳以上 (188) 27.7

18～29歳 (88) 19.3

30～39歳 (128) 35.2

40～49歳 (139) 28.1

50～59歳 (174) 24.7

60～64歳 (107) 22.4

65～69歳 (127) 23.6

70歳以上 (218) 30.2

農林漁業 (74) 24.4

商工サービス業 (189) 24.9

自由業 (99) 18.2

管理職 (103) 21.3

事務職・専門技術職 (437) 25.4

労務職 (119) 12.6

学生 (37) 27.0

主婦・主夫 (361) 29.1

その他の無職 (325) 19.3

独身期 (211) 20.9

家族形成・成長前期 (132) 32.5

家族成長中期 (148) 32.5

家族成長後期 (125) 20.0

家族成熟期 (163) 19.0

高齢期 (802) 23.3

その他 (217) 19.8

2.0 

2.2 

1.8 

1.3 

0.9 

1.3 

1.7 

4.3 

1.1 

1.6 

0.8 

-

-

1.6 

-

4.7 

2.9 

0.6 

0.9 

0.8 

1.8 

1.4 

1.1 

1.0 

1.9 

1.8 

2.5 

-

1.4 

1.5 

1.9 

3.0 

4.1 

0.8 

-

1.1 

2.3 

23.6 

28.1 

16.0 

20.6 

20.6 

18.2 

25.2 

23.2 

20.7 

11.9 

18.9 

9.1 

12.2 

26.1 

19.3 

30.5 

25.2 

24.1 

21.5 

22.8 

28.4 

23.0 

23.8 

17.2 

19.4 

23.6 

10.1 

27.0 

27.7 

17.8 

19.0 

29.5 

28.4 

19.2 

19.0 

22.2 

17.5 

69.8 

63.7 

70.6 

71.6 

71.9 

73.9 

66.5 

68.1 

69.6 

81.0 

72.7 

87.5 

76.7 

66.5 

76.1 

59.4 

62.6 

73.0 

71.0 

73.2 

57.8 

64.9 

72.0 

72.7 

72.8 

68.2 

82.4 

64.9 

65.9 

70.8 

73.5 

60.6 

59.5 

75.2 

74.8 

69.0 

76.0 

4.5 

6.1 

11.7 

6.5 

6.6 

6.6 

6.6 

4.3 

8.7 

5.6 

7.6 

3.4 

11.1 

5.9 

4.5 

5.5 

9.4 

2.3 

6.5 

3.1 

11.9 

10.8 

3.2 

9.1 

5.8 

6.4 

5.0 

8.1 

5.0 

9.8 

5.7 

6.8 

8.1 

4.8 

6.1 

7.7 

4.1 

男
性

女
性

性
・
年
齢
別

地
域
別

性
別

職
業
別

無回答

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

(%)知らない

利用したことがある

知っているが，

利用したことはない
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４．「救急電話相談」の認知経路 

－「県や市町村の広報紙」が約４割－ 

（問21で，「＃８０００ 子ども救急電話相談」と「＃７１１９ おとな救急電話相談」のい

ずれかについて，「１．利用したことがある」または「２．知っているが，利用したことはな

い」に回答した方へ）  

問21－１ あなたは，「救急電話相談」を何で知りましたか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「救急電話相談」の認知経路としては，「県や市町村の広報紙」（40.1％）が約４割と最も高く

なっている。次いで，「病院・診療所等のポスター」（34.2％）が３割台半ばで続いている。 

 

－女性で「県や市町村の広報紙」が男性よりも約10ポイント高い－ 

性別でみると，「県や市町村の広報紙」は，女性（43.9％）が男性（34.2％）よりも，約10ポイ

ント高くなっている。 

 

－男性で「病院・診療所等のポスター」が女性よりも約10ポイント高い－ 

性別でみると，「病院・診療所等のポスター」は，男性（40.6％）が女性（30.8％）よりも，約

10ポイント高くなっている。 

 

－60～64歳で「県や市町村の広報紙」が約６割－ 

年齢別でみると，「県や市町村の広報紙」は，60～64歳（60.4％）で約６割と最も高く，次いで，

65～69歳（55.6％）で５割台半ばと高くなっている。 

 

－主婦・主夫で「県や市町村の広報紙」が５割超－ 

職業別でみると，「県や市町村の広報紙」は，主婦・主夫（52.2％）で５割を超えて最も高くなっ

ている。 

  

（n=634）

県や市町村の広報紙

病院・診療所等のポスター

知人・友人から聞いた

県や市町村のホームページ

病院・診療所等のカード

タウンページ等情報誌

ラジオ

ＳＮＳ（フェイスブック，ツイッター等）

その他

無回答

40.1 

34.2 

12.1 

9.9 

9.8 

9.6 

3.8 

3.2 

10.1 

5.5 

0 10 20 30 40 50（%）
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図Ⅵ 21－１－１ 「救急電話相談」の認知経路 

（地域別，性別，年齢別，職業別，ライフステージ別－上位７項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

県や市町村

の広報紙

病院・診療

所等のポス

ター

知人・友人

から聞いた

県や市町村

のホーム

ページ

病院・診療

所等のカー

ド

タウンペー

ジ等情報誌

ラジオ

ｎ

全 体 (634)

【地域別】

県 北 (144)

県 央 (116)

鹿 行 (51)

県 南 (204)

県 西 (113)

【性別】

男 性 (219)

女 性 (403)

【年齢別】

18～29歳 (51)

30～39歳 (115)

40～49歳 (125)

50～59歳 (98)

60～64歳 (48)

65～69歳 (54)

70歳以上 (136)

【職業別】

農林漁業 (21)

商工サービス業 (68)

自由業 (29)

管理職 (34)

事務職・専門技術職 (179)

労務職 (30)

学生 (13)

主婦・主夫 (159)

その他の無職 (80)

【ライフステージ別】

独身期 (53)

家族形成・成長前期 (86)

家族成長中期 (98)

家族成長後期 (47)

家族成熟期 (46)

高齢期 (233)

その他 (71)
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6.9 
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1.9 
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7.5 

1.2 

-

2.1 

2.2 

5.6 

5.6 

0 50 100

40.1 

47.2 

42.2 

41.2 

37.3 

32.7 

34.2 

43.9 

17.6 

33.9 

36.8 

40.8 

60.4 

55.6 

44.1 

33.3 

36.8 

20.7 

29.4 

38.5 

43.3 

7.7 

52.2 

46.3 

17.0 

33.7 

41.8 

38.3 

37.0 

49.8 

33.8 

0 50 100

34.2 

34.7 

35.3 

39.2 

32.8 

32.7 

40.6 

30.8 

35.3 

35.7 

34.4 

31.6 

35.4 

31.5 

35.3 

47.6 

41.2 

41.4 

35.3 

29.6 

43.3 

23.1 

33.3 

30.0 

35.8 

36.0 

31.6 

40.4 

26.1 

34.3 

35.2 

0 50 100

12.1 

8.3 

12.1 

13.7 

13.2 

15.0 

10.0 

13.2 

11.8 

11.3 

12.8 

9.2 

18.8 

7.4 

14.0 

14.3 

13.2 

6.9 

11.8 

11.2 

13.3 

15.4 

13.2 

10.0 

9.4 

12.8 

9.2 

19.1 

13.0 

13.3 

8.5 

0 50 100

9.9 

11.8 

7.8 

13.7 

9.8 

8.8 

14.2 

7.7 

5.9 

10.4 

10.4 

9.2 

4.2 

14.8 

11.0 

4.8 

4.4 

13.8 

14.7 

10.6 

6.7 

7.7 

11.3 

11.3 

7.5 

11.6 

10.2 

10.6 

4.3 

10.7 

9.9 

0 50 100

9.8 

12.5 

3.4 

11.8 

10.3 

10.6 

8.7 

10.4 

15.7 

13.0 

10.4 

7.1 

2.1 

7.4 

9.6 

-

7.4 

10.3 

8.8 

12.3 

10.0 

15.4 

10.1 

7.5 

3.8 

20.9 

10.2 

10.6 

8.7 

7.3 

8.5 

0 50 100

9.6 

10.4 

8.6 

11.8 

10.3 

8.0 

9.6 

9.7 

2.0 

1.7 

5.6 

10.2 

12.5 

16.7 

18.4 

14.3 

8.8 

6.9 

11.8 

6.1 

10.0 

-

13.2 

11.3 

1.9 

1.2 

5.1 

4.3 

15.2 

17.2 

7.0 

0 50 100 (%)
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５．「救急電話相談」の利用意向 

－「利用したい」が６割超－ 

問22 あなたは，ご自身やご家族の方などが急な病気やけがをしたときに，「救急電話相談」

を利用してみたいと思いますか。（〇は１つだけ） 

 

 

 

 

 
 

 

 

「救急電話相談」の利用意向としては，「利用したい」(61.2％)が６割を超えている。一方，「利

用したくない」が（4.3％）となっている。また，「わからない」(31.9％)が３割を超えている。 

 

－女性の30代，50代，60～64歳で「利用したい」が約７割－ 

性・年齢別でみると，「利用したい」は，女性の30代（68.8％），50代（68.4％），60～64歳（68.2％）

で約７割と高くなっている。 

 

－家族形成・成長前期，家族成長中期で「利用したい」が約７割－ 

ライフステージ別でみると，「利用したい」は，家族形成・成長前期（70.5％），家族成長中期

（70.3％）で約７割と高くなっている。 

  

調査数
1798

61.2 4.3 31.9 2.6 全体(n=1,798)

無回答

(%)
わからない

利用したくない

利用したい
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図Ⅵ 22－１ 「救急電話相談」の利用意向 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別，ライフステージ別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

ｎ

県 北 (398)

県 央 (278)

鹿 行 (163)

県 南 (603)

県 西 (335)

男 性 (785)

女 性 (981)

18～29歳 (69)

30～39歳 (92)

40～49歳 (126)

50～59歳 (132)

60～64歳 (88)

65～69歳 (90)

70歳以上 (188)

18～29歳 (88)

30～39歳 (128)

40～49歳 (139)

50～59歳 (174)

60～64歳 (107)

65～69歳 (127)

70歳以上 (218)

農林漁業 (74)

商工サービス業 (189)

自由業 (99)

管理職 (103)

事務職・専門技術職 (437)

労務職 (119)

学生 (37)

主婦・主夫 (361)

その他の無職 (325)

独身期 (211)

家族形成・成長前期 (132)

家族成長中期 (148)

家族成長後期 (125)

家族成熟期 (163)

高齢期 (802)

その他 (217)
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27.1 
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25.8 

34.5 

26.4 
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30.7 

30.7 

29.7 

28.0 

38.4 

32.0 

28.1 

40.3 

43.2 

28.5 

35.1 

44.5 

23.5 

27.7 

25.6 

35.0 

30.3 

34.6 

2.5 

2.2 

4.3 

2.2 
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2.7 

2.4 

-

-

0.8 
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1.1 

5.6 
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1.1 

1.6 

-

0.6 

1.9 

4.7 

5.5 

1.4 

2.6 

2.0 

1.0 

1.1 

-

-

3.0 

5.8 

0.5 

0.8 

1.4 

2.4 

0.6 

4.4 

1.8 

男
性

女
性

性
・
年
齢
別

地
域
別

性
別

職
業
別

無回答

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

(%)わからない

利用したくない

利用したい
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６．救急車の適正利用に向けて必要な仕組み 

（１）救急車の適正利用に向けて必要な仕組み 

－「夜間・休日に診察できる診療所の情報提供の充実」が６割超－ 

問23 あなたは，救急車の適正利用（不必要な要請を避ける等）に向けてどのような仕組みが

必要であると考えますか。（〇はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救急車の適正利用に向けて必要だと思う仕組みとしては，「夜間・休日に診察できる診療所の情

報提供の充実」（62.7％）が６割を超えて最も高くなっている。次いで，「救急電話相談（#7119，

#8000）の充実及び普及啓発」（57.1％）が約６割，「救急車を呼ぶかどうか自分で判断できる取

組（インターネット検索・アプリ等）の普及」（31.8％）が３割を超えて続いている。 

 

－女性の60～64歳で「夜間・休日に診察できる診療所の情報提供の充実」が７割台半ば－ 

性・年齢別でみると，「夜間・休日に診察できる診療所の情報提供の充実」は，女性の60～64歳

（75.7％）で７割台半ばと最も高くなっている。 

 

－女性の50代，60～64歳で「救急電話相談（#7119，#8000）の充実及び普及啓発」が約７割－ 

性・年齢別でみると，「救急電話相談（#7119，#8000）の充実及び普及啓発」は，女性の50代（67.2％），

60～64歳（67.3％）で約７割と高くなっている。 

 

－男性の18～29歳，30代で「救急車を呼ぶかどうか自分で判断できる取組（インターネット検索・

アプリ等）の普及」が５割台前半－ 

性・年齢別でみると，「救急車を呼ぶかどうか自分で判断できる取組（インターネット検索・ア

プリ等）の普及」は，男性の18～29歳（50.7％），30代（53.3％）で５割台前半と高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（n=1,798）

夜間・休日に診察できる診療所の情報提供の充実

救急電話相談（#7119，#8000）の

充実及び普及啓発

救急車を呼ぶかどうか自分で判断できる取組

（インターネット検索・アプリ等）の普及

応急手当講習の普及

その他

無回答

62.7 

57.1 

31.8 

10.0 

2.6 

6.5 

0 10 20 30 40 50 60 70（%）



 

－ 94 － 

図Ⅵ 23－１ 救急車の適正利用に向けて必要な仕組み 

（地域別，性別，性・年齢別，職業別，ライフステージ別） 
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ｎ

全 体 (1,798)

【地域別】

県 北 (398)

県 央 (278)

鹿 行 (163)

県 南 (603)
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男 性 (785)
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65～69歳 (90)

70歳以上 (188)

18～29歳 (88)
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50～59歳 (174)
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65～69歳 (127)

70歳以上 (218)

【職業別】

農林漁業 (74)

商工サービス業 (189)

自由業 (99)

管理職 (103)

事務職・専門技術職 (437)

労務職 (119)

学生 (37)

主婦・主夫 (361)

その他の無職 (325)
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その他 (217)
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－ 95 － 

（２）救急医療について県へ具体的に求めることやご意見等（自由記載の集計と一部抜粋） 

－「救急車の有料化」が最も多い－ 

問23 「救急医療」について県へ具体的に求めることやご意見等があれば，自由記述欄にご記

入ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※回答内容ごとに項目へ分類。 

※一人の回答が複数の内容に渡る場合には，それぞれの項目へ分類。 

 

救急医療について県へ具体的に求めることやご意見等（自由記載）としては，「救急車の有料化」

が最も多く，次いで，「夜間休日診療，救急医療体制の充実」「救急電話相談，アプリなどの充実」

「普及啓発」が上位に挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 項目 件数

第1位 救急車の有料化 20

第2位 夜間休日診療，救急医療体制の充実 12

第3位 救急電話相談，アプリなどの充実 11

第4位 普及啓発 10

第5位 搬送時間の短縮 9

第6位 医師確保 4

〃 交通手段の確保 4

〃 119番と救急電話相談の一本化 4

〃 救急時は不安，余裕がない 4

第10位 救急電話相談の短縮ダイヤルを覚えやすいナンバーに変更する 3

第11位 現状のままで満足 2

- その他 14
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「救急車の有料化」（20件） 

［記載内容の一部抜粋］ 

○救急車の利用を有料化にした方が不必要な利用が減ると思われる。(女性，30～39歳) 

○救急車の利用を有料にすることでタクシー代わりに利用する人等を減らし本当に必要としている人が利用できるように。

(女性，30～39歳) 

○診察した医師が救急車でなければ致命的な状況になっていたと判断しない限り，一律の金額（タクシーよりも高い額）を

診察費に上乗せする。(男性，40～49歳) 

 

 

「夜間休日診療，救急医療体制の充実」（12件） 

［記載内容の一部抜粋］ 

○夜間，休日に診察できる診療所の増加。 (男性，30～39歳) 

○医師不足は分かっていますが，子供の具合は急なため，子育て中は１日も気が休まらず，長い休院時はいつも不安で

した。安心して医師にかかれるよう休日の医療を充実して欲しいです。(女性，40～49歳) 

○救急車の数や救急病院を増やし，救急車を呼ぶか否か迷わなくていいようにしてほしい。(女性，50～59歳) 

 

 

「救急電話相談，アプリなどの充実」（11件） 

［記載内容の一部抜粋］ 

○子ども救急電話相談は何度も利用させてもらって，大変助かっています。一層の充実と継続をおねがいします。(女性，

30～39歳) 

○どんなに健康であっても不足な事態はおこりうるのです。まずは，＃７１１９や＃８０００で相談していただき，その時間もな

い緊急時は１１９番するというのもあり得ると思います。(女性，70歳以上) 

○＃８０００番は専門の先生が沢山いてくれれば安心かと思います。特に障害を持っているために体調をくずし，病院に行

くか悩むので。(女性，30～39歳) 

 

 

「普及啓発」（10件） 

［記載内容の一部抜粋］ 

○救急車を呼ぶ人のマナーの方が大切。地道な普及啓発が重要かと…。(男性，50～59歳) 

○救急電話相談があることを知らせるようにする。ポスターなど，病院で伝えるとか。(女性，30～39歳) 

○救急車を呼ぶか判断が必要な時は，心に余裕がないと思うので，電話ですぐに番号を思い出して問い合わせできるよう

に普及していただけると良いと思います。(女性，18～29歳) 

 

 

 

 

 

 

  


